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★本年度の市と本校の状況
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★指導の工夫と改善
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数学的な考え方

 数量や図形についての技能

 数量や図形についての知識・理解
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本年度

　時刻や時間は，日常生活と関連付けながら感覚を身
につけさせる。
　特に，時間については，「あと・分」「あと・時間」などと
いった意識を持って生活することで，定着を図っていく。

今後の指導の重点

数と計算

本年度の状況

・　平均正答率は，市の平均より１．８％低い。特
に，時刻と時間の問題に関しては，低い正答率と
なっている。特に，２つの時刻を比較して，その間
の時間を求める問題についての正答率が低く
なっている。

数と計算

・　平均正答率は，市の平均より8．6％と高い。
計算の問題に対しては，90％以上の正答率であ
り，余りなしのわり算の計算については100％の
正答率となっており，しっかり定着していることが
分かる。しかし，400×7の計算の仕方を説明する
問題や余りのあるわり算の割る数と余りの関係を
説明する問題についての正答率が低くなってい
る。

　引き続き，繰り返し計算ストレッチ的な学習を継続して
行い，計算力を高める。
　また，計算のしかたを考える学習を丁寧に扱うことで，
計算の仕組みについての理解を深める。
　さらに，生活場面を捉えた文章問題から必要な数字を
取り出して計算するなど，学んだことを活用する力も育
てていきたい。

量と測定
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量と測定

・　平均正答率は，市の平均よりも２．１％低い。
箱の形の知識についての定着が十分でない。特
に，直方体を作るときに必要な面の形と数につい
ての理解が不十分である。

　方眼紙を使って作図をしたり，面の形を写し取ったりす
る学習を通して，直方体の特徴についての理解を深め
る。

・　平均正答率は，市の平均より７．２％高い。し
かし，□を使った式の問題については正答率が
低くなっている。

　「□を使った式」においては，文章問題を数多く取り上
げ，□を使って式に表す方法について考えさせるととも
に，そのよさについても実感させることで，定着を図れる
ように工夫する。
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